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番線印 
スウェーデンの中学校教科書 

Ａ・リンドクウィスト+Ｊ・ウェステル／川上邦夫 :訳 

 Ａ5並製・本体2,200円 ISBN978-4-7948-0291-0 注文／返品条件付 ★増刷17刷 

 

 

冊 

日本の大学生は何を感じたのか ヨーラン・スバネリッド／鈴木賢志 : 編訳 
四六並製・本体 1,800 円 ISBN978-4-7948-1056-4 注文／返品条件付 ★増刷 2刷 
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★ 新評論 営業部 ＴＥＬ03-3202-7391 ★F A X：0 3 - 3 2 02 - 5 8 32  

 
 

◆それは「当事者意識」の違いだと鈴木さんは言います。政策が変

わったら、そのあと長く影響を受けるのは自分たち若い世代なのだ

から投票に行くのは当たり前、というのがスウェーデンの若者たち

の考え方です。そしてその根本には「自分たちがアクションを起こ

すことによって社会は変えられる」という認識があるのです。ここ

が日本の私たちと大きく違うところです。 

◆スウェーデンでは、子どもは子どもなりに社会に対して自分たち

の意見をはっきり主張するように教育されているのです。例えば日

本では「学校の校則はきちんと守るように」と教えられます。ス

ウェーデンでは「校則が本当に正しいのかどうか、自分たちで判断

しなさい」と教えられます。そして「もしその校則が正しくないと

思ったら、自分が思うことをやってみるといい」と言われているの

です。しかもこういうことが社会科の教科書に書いてあるのです。 

「日本経済新聞」朝刊一面（2017.12.6 付） 

 

TBS ラジオ 2017.11.11（土）放送 

「久米宏 ラジオなんですけど」で紹介！ 

UC カード会員誌『てんとう虫』2018 年 7・8 月号の連載頁”エウレカ！”にて 

高橋源一郎氏が「カッコいい教科書」と題し、 

『あなた自身の社会 スウェーデンの中学教科書』を激賞！  
  

高橋源一郎氏 
世の中には、「教科書なのに面白い」ものがある。 

いや、「教科書なのにカッコいい」ものが。 

それが、『あなた自身の社会』だ。 
 

日本の中学の社会の教科書も、 

これにしてください。 
 

 

「日本経済新聞」朝刊一面 
（2017.12.6 付） 
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Ｋ
ラ
ジ
オ
第
１ 

「す
っ
ぴ
ん
！
」 

５
月
18
日(

金) 

放
送 

●
源
ち
ゃ
ん
の
ゲ
ン
ダ
イ
国
語 

テ
ー
マ
は
、
「理
想
の
教
科
書
」。 

『あ
な
た
自
身
の
社
会 

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
中
学
教
科
書

』 

が
取
り
上
げ
ら
れ
大
反
響
！ 

高
橋
源
一
郎
氏 

「
も
く
じ
を
見
て
み
る
と
、 

タ
イ
ト
ル
の
付
け
方
が
秀
逸
だ
よ
ね
。 

こ
ち
ら
に
語
り
か
け
て
く
る
口
調
で
、 

ま
る
で
、
優
秀
な
エ
ッ
セ
イ
を
読
ん
で
る
よ
う
。 

教
科
書
を
読
ん
で
勇
気
を
も
ら
え
る
な
ん
て
。
」 


